
帳票作成・送付・入金管理クラウドソフト

インボイス制度・電子帳簿保存法対応

請求書などの書類送付で利用の多い定形郵便物や特定記録郵便だけでなく、ハガキ、

レターパックなど幅広い郵便物が対象となり、約14%～35%値上げとなります。

24年10月1日の郵便料金値上げをきっかけに

請求書送付を電子に切り替えませんか？

定形郵便（25g以下） 

定形郵便（50g以下）

第二種郵便（通常葉書）

特定記録郵便

84円 ⇒ 110円（+26円/+31.0%）

94円 ⇒ 110円（+16円/+17.0%）

63円 ⇒ 85円（+22円/+34.9%）

160円 ⇒ 210円（+50円/+31.3%）

月100通送付時の年間コスト効果

●郵送作業は自社で印刷・封入・封緘していて時間がかかっている

●ただでさえ2021年の郵便法改正で土曜配達の休止や配達日数の増加

 （＋1～3日）で届くのが遅くなったのに、、、

●今回の値上げで経費コスト増となり利益を圧迫、、、

電子送付に切り替えると、、、

大きなコスト削減効果 自社/取引先の業務改善効果も

・人手によるミスを低減

・テレワーク促進が可能

・取引先の閲覧状況が確認可能に

・郵送のタイムラグがゼロに

・月末処理に余裕ができる

・紛失リスクを低減

自社のメリット

取引先のメリット



このチラシの記載内容は、2023年12月現在のものです。

● お問い合わせ・ご用命は…

https://www.ricoh.co.jp/service/makeleaps/

東京都大田区中馬込1-3-6 〒143-8555

●製品HP●
製品の基本情報や

特長はこちらから

●製品紹介動画●
約3分でMakeLeaps

をわかりやすく解説

●導入事例●
課題別に約30社の

事例をご紹介

主な機能

オンラインデモ・無料トライアル（30日間）

パソコンを通じてオンラインで実際の画面をご覧いただき、製品についてご説明をいたしま

す。またトライアルとして30日間、MakeLeapsを無料でご利用いただけます。期間中は専

任担当者が操作方法や運用検証をフォローします。

＞＞＞詳しくは弊社セールスまでお問い合わせください。

月額料金（初期費用 0円）

ご利用規模に合わせた、社内ユーザ数と取引社数での従量
課金プランです。

法人プラン エンタープライズプラン

社内ユーザ数 × 1,000円 ＋ 1社当たり料金
(90円～40円)

取引社数※ ×

社内ユーザと取引先が無制限登録可能！基本ライセンス金額に、
帳票送付数に応じた従量課金となります。

基本ライセンス 30,000円 ＋ × 30円
帳票送付数※

※月300通まで無料、301通目より課金対象となります。

(301通目～)

※10社まで無料、11社目以降で社数に応じて1社90円～40円の課金となります。
※5社単位でのお申込みとなります。

（郵送代行料金は別途ご請求） （郵送代行料金は別途ご請求）

商 品 概 要

請求書・見積書・納品書等の作成・送付（電子＆郵送代行）・

管理を効率化し、入金管理までを一括管理できるクラウド

サービスです。インボイス制度や電子帳簿保存法などの最新

の法改正に対応。御社の請求業務をもっと簡単に、そして大

幅に効率化します。

電子送付
郵送代行

ダウンロードURL付

メールの送付や取引

先用マイページへの

アップロードに対応。

送付エラー通知

セキュリティ等で電子

送付時に取引先にメー

ルが届かなった場合、

通知を受け取れます。

初期費用0円、月額1,000円からご利用可能。

最新の法改正にも

対応済。RICOH証

憑電子保存サービ

スとの連携も可能。

インボイス制度
電子帳簿保存法対応

送付先の閲覧状況
の確認機能

電子送付時、送付先

が帳票の中身を閲覧

したかどうか一目で

確認が可能です。

※ Adobe PDFは、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。※ MakeLeapsは、メイクリープス株式会社の登録商標また
は商標です。※「電子取引ソフト法的要件認証制度」「電子書類ソフト法的要件認証（認証パターン2: 取引関係書類の作成・保存）」の認証ロゴは、公益社団法人 日本文書情報マネジメント協
会によりライセンスされています。※ その他の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。

有料契約実績 6,000 社 突破

請求回収状況を確

認し、再請求や督

促をミスなく実施

可能。

口座振替サービス基幹・販売管理連携

基幹・販売管理ソフト

と PDF/CSVで帳票デー

タを連携しMakeLeaps

から帳票送付が可能。
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